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二
〇
一
三
年
六
月
十
四
日

　
開
催

遊
び
に
い
くđi chơ

i

か
ら
考
え
る
ベ
ト
ナ
ム
社
会 

遠
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聡

■
講
演
者
…
…
遠
藤

　
聡
（
神
田
外
語
大
学
非
常
勤
講
師
）

■
司

　
会
…
…
林

　
史
樹
（
本
学
ア
ジ
ア
言
語
学
科
教
授
）

ベ
ト
ナ
ム
は
長
い
戦
争
を
経
験
し
、
ま
た
今
日
に
い
て
も
社
会
主
義

国
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
歴
史
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
そ
う
し

た
時
代
の
な
か
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
暮
ら
す
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
は
、

明
る
さ
や
活
力
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
か
れ
ら
の
気
持
ち
が
現

在
の
経
済
成
長
を
実
現
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
社
会
の
深
層
に
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
歴
史
・
社
会
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

挨
拶
に
も
な
っ
て
い
る
「đi chơ

i

」（
遊
び
に
い
く
）と
い
う
コ
ト
バ
の

や
り
と
り
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
関
係
を
み
て
い
く
。

ベ
ト
ナ
ム
の
近
現
代
史

ベ
ト
ナ
ム
は
、
近
現
代
史
に
お
い
て
長
い
植
民
地
支
配
お
よ
び
戦
争

を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
八
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
領
イ

ン
ド
シ
ナ
連
邦
が
成
立
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス（
一

八
九
九
年
編
入
）
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
一
九

四
〇
年
に
は
日
本
軍
の
支
配
（
仏
印
進
駐
）
が
は
じ
ま
り
、
ベ
ト
ナ
ム

は
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
に
よ
る
共
同
支
配
に
苦
し
ん
だ
。
日
本
敗
戦
後

の
一
九
四
五
年
九
月
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
独
立
宣
言
が
な
さ
れ

た
が
、
こ
の
宣
言
は
国
際
社
会
か
ら
は
認
知
さ
れ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
は
再

植
民
地
化
を
は
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
四
六
年
十
二
月
、
ベ
ト
ナ

ム
民
主
共
和
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
が
勃
発
し
た
。

こ
の
長
い
戦
争
の
な
か
、
ア
ジ
ア
に
冷
戦
構
造
が
覆
っ
た
。
一
方
で
フ

ラ
ン
ス
は
一
九
四
九
年
七
月
、
親
仏
の
ベ
ト
ナ
ム
国
を
樹
立
し
て
い
た
。

そ
し
て
一
九
五
四
年
七
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム

は
北
緯
十
七
度
線
を
境
に
、
北
に
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
、
南
に
ベ
ト

ナ
ム
国
が
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
撤
退
後
に
ベ
ト
ナ
ム
に
現
れ
た
の
が
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
。

共
産
主
義
が
近
隣
諸
国
を
踏
破
す
る
と
い
う
ド
ミ
ノ
理
論
に
よ
り
、
自

由
主
義
の
南
ベ
ト
ナ
ム
を
存
続
さ
せ
る
べ
く
、
一
九
五
五
年
十
月
、
反

共
親
米
の
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
を
樹
立
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
社
会
主
義
の
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北
ベ
ト
ナ
ム
、
自
由
主
義

の
南
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
分

断
国
家
が
で
き
あ
が
っ

た
。
国
家
統
一
を
目
指
す

北
ベ
ト
ナ
ム
は
、
一
九
六

〇
年
十
二
月
、
南
部
に
南

ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線

を
結
成
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム

で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
始

ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、

一
九
六
五
年
三
月
か
ら
軍

事
介
入
を
し
、
北
部
に
は

北
爆
を
南
部
に
は
地
上
軍

を
展
開
し
た
。
こ
う
し
て

激
し
い
戦
争
と
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
パ
リ
協
定
に
よ
り
米
軍
が
一

九
七
三
年
に
撤
退
す
る
も
の
の
、
同
一
民
族
同
士
の
戦
い
は
続
い
た
。

一
九
七
五
年
四
月
、
事
実
上
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
南
ベ
ト
ナ
ム
を
敗

北
さ
せ
る
か
た
ち
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
終
わ
り
、
一
九
七
六
年
七
月
、

ベ
ト
ナ
ム
は
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
と
し
て
統
一
し
た
。
し
か
し
、

長
い
支
配
や
戦
争
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
間
は
短
か
っ
た
。
南
部
で
は
急

激
な
社
会
主
義
的
改
造
が
行
わ
れ
、
資
産
家
・
地
主
層
・
エ
リ
ー
ト
層

へ
の
弾
圧
や
、
再
教
育
収
容
所
で
の
「
思
想
改
造
」
も
行
わ
れ
た
。
こ

う
し
て
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
呼
ば
れ
る
大
量
の
難
民
が
流
出
し
た
。
か

れ
ら
に
と
っ
て
、「
祖
国
」
は
そ
こ
に
は
築
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
七
八
年
十
二
月
、
ベ
ト
ナ
ム
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
軍
事
侵

攻
を
し
、
親
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ン
プ
チ
ア
人
民
共
和
国
を
樹
立
さ
せ
る
と

と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
に
駐
留
し
つ
づ
け
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
問
題
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
の
大
虐
殺
、
中
越
戦
争（
一

九
七
九
年
二
月
）
な
ど
の
問
題
を
抱
え
つ
つ
、
そ
の
解
決
は
冷
戦
の
終

結
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
協
定
が
締
結

さ
れ
る
の
は
、
一
九
九
一
年
十
月
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
体
制
・
経
済
体
制

難
民
問
題
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
な
ど
で
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
た
ベ

ト
ナ
ム
は
、
ソ
連
・
東
欧
圏
か
ら
の
経
済
援
助
に
依
存
す
る
社
会
主
義

経
済
体
制
を
形
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
国
営
企
業
や
農
村
で
の
合

作
社
に
み
ら
れ
る
集
団
化
や
、
バ
オ
カ
ッ
プ
（bao cấ

p

）
と
呼
ば
れ
た

国
家
補
助
金
制
度
は
、
人
々
の
勤
労
意
欲
を
奪
っ
て
い
っ
た
。
米
な
ど

の
食
料
品
や
生
活
必
需
品
は
、
配
給
切
符
に
よ
る
配
給
制
度
で
支
給
さ

れ
る
状
況
を
生
ん
だ
。
こ
う
し
た
な
か
、
ソ
連
圏
の
経
済
状
況
が
悪
化

し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
経
済
援
助
が
激
減
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
新

た
な
道
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
十
二
月
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
第
六
回
党
大
会
で
ド
イ
モ

イ
（đổi m

ớ
i

）
が
採
択
さ
れ
、
市
場
経
済
の
導
入
と
対
外
開
放
政
策
が

講演する遠藤先生
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推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ド
イ
モ
イ
と
は
、
冷

戦
と
い
う
時
代
の
な
か
、
ソ
連
圏
が
存
続
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し

て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
共
産
党
一
党
支
配
の
下
、

市
場
経
済
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
全
方
位
外
交
を
進
め
た
の
ち
、

将
来
的
に
は
社
会
主
義
経
済
に
復
帰
す
る
と
い
う
「
社
会
主
義
市
場
経

済
」
と
い
う
名
称
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
冷
戦
の
終
焉
そ
し

て
ソ
連
解
体
と
い
う
国
際
社
会
の
衝
撃
が
ベ
ト
ナ
ム
政
治
を
襲
っ
た
。

一
九
八
九
年
十
一
月
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、
同
年
十
二
月
の
米
ソ
冷

戦
終
結
宣
言
、
そ
の
後
の
ソ
連
・
東
欧
圏
に
お
け
る
民
主
化
の
波
を
経

て
一
九
九
一
年
十
二
月
、
ソ
連
が
解
体
し
た
。
市
場
経
済
化
を
進
め
て

い
た
ベ
ト
ナ
ム
に
は
共
産
党
一
党
制
を
堅
持
し
て
い
く
説
明
が
必
要
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
思
想
で
あ
る
。

共
産
党
の
創
設
者
で
あ
り
、
建
国
の
父
で
あ
り
、
ま
た
「
ホ
ー
お
じ
さ

ん
」
と
親
し
ま
れ
て
き
た
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
性
が
必
要
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
に
死
去
し
て
い
た
彼
の
「
共
産
主

義
者
の
顔
」
で
は
な
く
、「
民
族
主
義
者
の
顔
」
が
喧
伝
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
頃
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
に
お
け
る
伝
統
や
文
化
の
復
興
が
叫
ば
れ

る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

経
済
面
に
お
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
は
順
調
な
経
済
成
長
を
遂
げ
る
と

と
も
に
国
際
経
済
に
参
入
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
五
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）、
一
九
九
八
年
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
協
力
会
議
）、
二
〇
〇
七
年
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
へ

の
加
盟
を
果
た
し
た
。
ハ
ノ
イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
、
近
代
的
な
高

層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
道
路
に
溢
れ
る
オ
ー
ト
バ
イ
の
洪
水
、
最
近
で

は
豊
か
さ
の
象
徴
で
も
あ
る
自
動
車
の
行
き
交
い
も
多
く
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
山
間
部
・
農
村
部
・
離
島
な
ど
で
は
開
発
の

波
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
経
済
的
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。「
工
業
化
・
現

代
化
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
と
も
に
、「
公
平
・
民
主
な
社
会
」
の
実
現
が

叫
ば
れ
た
。

コ
ト
バ
の
時
代
性

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
挨
拶
と
し
て
の
コ
ト
バ
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
。

た
と
え
ば
「
シ
ン
・
チ
ャ
オ
」（xin chào

）は
、「
お
は
よ
う
」、「
こ
ん

に
ち
は
」、「
こ
ん
ば
ん
は
」
の
ほ
か
、「
さ
よ
う
な
ら
」
の
意
味
さ
え
も

も
つ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
間
で
は
頻
繁
に
は
使
わ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
お
礼
や
謝
罪
の
コ
ト
バ
も
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
。「
あ
り
が
と
う
」

（cảm
 ơ

n

）、「
す
み
ま
せ
ん
」（xin lỗi

）
な
ど
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て

も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
は
会
話
が
大
好
き
で
あ
る
。
延
々
と
話
が
続
く

こ
と
も
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
は
、
か
れ
ら
の
会
話
の
時
と
場
を
楽

し
ん
で
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
挨
拶
は
さ
り
げ
な
く
、
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
次
に
掲
げ
る
人
称
代
名
詞
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
人
と
人
の
関
係
が
大
事
に
さ
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
行
く
と
、

年
齢
や
職
業
な
ど
、
さ
ら
に
は
結
婚
を
し
て
い
る
か
な
ど
を
頻
繁
に
聞
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か
れ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
と
相
手
と
の
社
会
的
な
関
係
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
年
齢
、
性
別
、
身
分
、
親
し
さ
の
度
合
い
、

尊
敬
の
度
合
い
な
ど
が
、「
私
と
あ
な
た
」
の
人
称
代
名
詞
の
使
い
方
に

つ
な
が
る
。
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、「
先
生
」（thầy

）、「
お
じ
さ
ん
」

（ông

）、「
お
ば
さ
ん
」（bà

）、「
お
父
さ
ん
」（cha

）、「
お
母
さ
ん
」

（m
ẹ

）、「
お
兄
さ
ん
」（anh

）、「
お
姉
さ
ん
」（chị

）
な
ど
、
他
称
に

も
使
わ
れ
る
し
、
自
称
に
も
使
わ
れ
る
。
年
下
に
使
わ
れ
る
「
子
供
」

（em

）
は
、
年
上
の
者
に
対
す
る
自
称
と
し
て
も
、
ま
た
恋
人
の
女
性

相
手
に
も
使
わ
れ
る
。
一
般
的
な
一
人
称
代
名
詞
と
し
て
は
、「
私
」

（tôi

）
を
使
っ
た
方
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
社
会
に
お
け
る
コ
ト
バ
の
時
代
性
を
み
て
み
よ

う
。
革
命
や
戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、「
独
立
」（độc lập

）、「
自
由
」

（tự
 do

）、「
革
命
」（cách m

ạng

）、「
勝
利
」（thắng lợ

i

）、「
団
結
」

（đoàn kết

）、「
統
一
」（thố

ng nhấ
t

）、「
平
和
」（hòa bình

）、
救

国
（cứ

u quố
c

）
な
ど
の
コ
ト
バ
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
使
わ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ら
の
コ
ト
バ
を
信
じ
て
い
た
人

の
ほ
か
、
言
わ
さ
れ
て
い
た
人
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
コ
ト

バ
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
名
称
に
も
使
わ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
い
ま
で
も

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
の
国
で
あ
り
、
前
述
の
コ
ト
バ
は
、
こ
こ
に
残
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
立
て
看
板
を
通
じ
て
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
人
々
の
賑

わ
い
の
な
か
、
街
角
に
立
っ
て
い
る
看
板
は
、
こ
の
国
が
社
会
主
義
国

で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
も
く
れ
る
。

ド
イ
モ
イ
後
、
豊
か
な
社
会
へ
歩
み
だ
し
た
一
九
九
〇
年
代
前
半
で

は
、「
貧
し
い
」（nghèo

）と
い
う
コ
ト
バ
が
ま
だ
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い

た
。
外
国
人
観
光
客
相
手
の
場
合
が
多
い
が
、「
私
た
ち
ベ
ト
ナ
ム
人
は

貧
し
い
で
す
か
ら
」
と
よ
く
言
わ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
ま
た
ほ
か
の
ア

ジ
ア
の
国
と
同
様
に
、
日
本
の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
「
お
し
ん
」（O

sin

）が

人
気
を
得
て
い
た
。
日
本
の
経
済
成
長
に
自
分
た
ち
の
夢
を
重
ね
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
順
調
な
経
済
成
長
が
進
ん
だ
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る

と
「
お
し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
る
も
の
が
現
れ
た
。
家
庭
内
労
働
者
（
メ

イ
ド
）
と
し
て
、
農
村
か
ら
都
市
へ
、
ま
た
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
の
通

称
に
使
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
街
中
狭
し
と
走
り
回
る
オ
ー
ト
バ
イ（xe 

m
áy

）
は
「
ホ
ン
ダ
」（H

onda

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
時
代
と
は
関
係
な
く
使
わ
れ
て
い
る
コ
ト
バ
と
し
て
、
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、「
い
く
ら
で
す
か
？
」（B

ao nhiêu tiền ?

）
や

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
・
問
題
あ
り
ま
せ
ん
」（không có gì

）が
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、「
数
字
」
の
や
り
と
り
が
よ
く
聞
こ

え
て
く
る
。
こ
れ
は
主
に
「
金
額
」
と
し
て
の
数
字
で
あ
る
。「
い
く
ら

で
す
か
？
」＝「
ま
け
て
よ
！
」
と
い
う
商
い
の
場
の
や
り
と
り
以
外
で

も
、「
い
く
ら
で
買
っ
た
の
？
」、「
何
々
は
い
く
ら
す
る
の
？
」
と
い
う

会
話
の
な
か
で
「
数
字
」
が
行
き
交
う
の
で
あ
る
。「
ど
う
い
た
し
ま
し

て
」
は
「
あ
り
が
と
う
」
の
返
事
と
し
て
使
わ
れ
る
が
、「
問
題
あ
り
ま

せ
ん
」
は
英
語
の
「no problem

」
と
同
様
な
使
わ
れ
方
も
さ
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
道
を
尋
ね
る
と
、
親
切
に
も
同
行
し
て
案
内
し
て
く
れ
る
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こ
と
が
あ
る
。
こ
ち
ら
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
と
「
ど

う
い
た
し
ま
し
て
」
と
答
え
が
返
っ
て
。
全
く
違
っ
た
場
所
に
案
内
さ

れ
た
と
き
に
は
、「
ノ
ー
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
の
意
味
で
こ
の
コ
ト
バ
が
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

đ
i ch

ơ
i

（
遊
び
に
い
く
）
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
挨
拶
と
し
て
も
使
わ
れ
るđi chơ

i

と
い
う
コ
ト

バ
が
あ
る
。đi

は
動
詞
で
「
行
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、chơ

i

は
主

に
動
詞
と
し
て
「
遊
ぶ
」
や
「
楽
し
む
」
の
意
と
し
て
使
わ
れ
る
が
、

動
詞
に
後
置
さ
れ
る
使
わ
れ
方
も
あ
る
。
す
な
わ
ちđi chơ

i

で
「
遊

び
に
行
く
」、「
ち
ょ
っ
と
お
で
か
け
」、「
散
歩
す
る
」
の
意
と
し
て
使

わ
れ
る
。
書
き
言
葉
で
は
、
主
語
、
目
的
地
、
相
手
な
ど
を
置
い
て
成

り
立
つ
が
、
話
し
言
葉
で
は
、đi chơ

i

が
単
独
で
使
わ
れ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
二
十
年
近
く
前
、
筆
者
が
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
で
資

料
調
査
を
し
て
い
た
と
き
、
留
学
や
調
査
に
来
て
い
る
日
本
人
の
下
宿

先
や
寮
に
電
話
を
か
け
て
み
る
と
、
と
り
つ
が
れ
る
コ
ト
バ
はđi chơ

i

で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
実
際
に
は
、
遊
び
に
行
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
大
学
で
ベ
ト
ナ
ム
語
や
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
を
勉
強
し
た
り
、
公

文
書
館
で
資
料
を
収
集
し
た
り
、
社
会
調
査
を
し
て
い
る
場
合
が
多

か
っ
た
。

「
行
く
」（đi

）は
、
普
通
の
使
わ
れ
方
と
し
て
は
、
学
校
に
行
く
、
仕

事
に
行
く
、
入
信
す
る
、
旅
行
に
行
く
、
外
国
に
行
く
、
受
験
す
る
、

出
家
す
る
、
寝
る
、
入
浴
す
る
、
便
秘
を
す
る
、
死
ぬ
、
結
婚
す
る
、

再
婚
す
る
、
商
い
を
す
る
、
買
い
物
に
行
く
、
外
国
に
行
く
、
芝
刈
り

に
行
く
、
破
産
す
る
、
小
便
を
す
る
、
大
便
を
す
る
、
漁
に
出
る
、
死

ぬ
な
ど
、
具
体
性
を
も
つ
語
を
後
置
し
、
意
味
自
体
に
も
具
体
性
を
有

す
る
。「
遊
ぶ
」（chơ

i

）は
、「
遊
ぶ
」、「
楽
し
む
」
の
ほ
か
、
ほ
か
の

語
を
後
置
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
、
テ
ニ
ス
を
す
る
、
サ
ッ
カ
ー
を

す
る
、
楽
器
を
弾
く
、
将
棋
を
指
す
、
カ
ル
タ
を
す
る
、
ト
ラ
ン
プ
を

街を走る「ホンダ」
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遊びにいく đi chơiから考えるベトナム社会

す
る
、
道
楽
を
す
る
、
役
を
演
じ
る
な
ど
で
使
わ
れ
る
。
英
語
で
い
え

ば
、đi

は
「go

」、chơ
i

は
「play

」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
語
を
つ

づ
け
てđi chơ

i

と
す
る
と
、
行
き
先
や
相
手
と
い
う
具
体
性
を
有
し

な
い
使
わ
れ
方
が
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
遊
び
に
行
く
」（đi chơ

i

）は
、

「
あ
い
ま
い
な
行
き
先
」
を
許
容
し
、「
あ
い
ま
い
な
相
手
」
を
も
許
容

す
る
。
特
別
の
目
的
な
し
に
ぶ
ら
ぶ
ら
と
す
る
と
い
う
散
歩
の
感
覚
に

近
い
普
通
の
娯
楽
や
、
今
日
で
は
、
特
別
な
目
的
な
し
に
バ
イ
ク
を
流

す
と
い
っ
た
「
夜
の
娯
楽
」
に
も
使
わ
れ
る
。
ハ
ノ
イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
な
ど
の
都
市
で
は
、
夜
に
な
る
と
多
く
の
人
々
が
オ
ー
ト
バ
イ
で
街

中
を
走
り
回
る
。
一
人
乗
り
で
、
友
達
や
恋
人
と
の
二
人
乗
り
で
、
家

族
で
楽
し
む
三
人
乗
り
か
ら
五
人
乗
り
で
。
近
年
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
か
れ
ら
の
顔
は
み
な
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

街
を
歩
い
て
い
る
と
、
呼
び
か
け
の
コ
ト
バ
で
あ
る
「
や
あ
」（ơ

i

）が

飛
び
交
う
。
英
語
で
は
「H

ey

」
の
感
覚
に
近
い
。
返
す
コ
ト
バ
は
、

ニ
コ
ッ
と
笑
っ
てđi chơ

i

で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
戦
争
や
社
会
主
義
経
済
の
失
敗
な
ど
、
苦
し
く
貧

し
い
時
代
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ

て
も
、
人
々
は
「
笑
顔
」
の
代
わ
り
に
こ
の
コ
ト
バ
を
使
っ
て
き
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
、
遊
び
に
行
く
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
遊
び

に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
の
に
、
一
緒
に
出
か
け
る
相
手
が
い
な
い
の
に
、

ど
ん
な
と
き
で
も
、
明
る
く
、
活
力
を
も
っ
て
暮
ら
す
人
々
の
間
で
「
挨

拶
」
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
争
や
配
給
制
度

（bao cấ
p

）
時
代
を
知
ら
な
い
世
代
が
半
数
を
占
め
、
ま
た
ド
イ
モ
イ

が
開
始
さ
れ
二
七
年
を
過
ぎ
、
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
人
々
が
増
え
て

い
る
今
日
に
お
い
て
、「đi chơ

i

」
と
い
う
コ
ト
バ
の
や
り
と
り
に
、

人
々
の
明
る
さ
を
感
じ
る
。
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家族で楽しむ

友達と楽しむ




